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331 CT透視下手技における
　　　　　　　　　　被曝低減の 試み
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【目鰯 CT 透視下手技の 利点 は 、画像の リアル タイム 性 、高分解能や患者体位の 可変性などが挙げられ，多様な手 技に利

用され て い る 。 そこで CT 透視下手技 における患者、術者 の 被曝低減 を目的に関心領域ス キャン （ROI・Scan）シス テ ム を臨床

試用 して報告する。 CT ガイド支持器 （CT 透視ガイド下穿刺手技用 ニ
ー

ドル コ ン プ レ ッサ
ー・CT ガイドニ

ー
ドル コ ン プ レ ッ サ

ー）を試作する 。

  CT 透視時にX 線をチャ ン ネル 方向に絞る（検査 に 不必要な部位をコ リ
ー

メ
ー

ト）ROI ・Scanは 、 患者被曝の 低減になるか

  CT ガイドニ
ー

ドル コ ン プ レ ッ サ
ー術者被曝 の 低減にどの 程度寄与するの か検討する。

【使用機器 Σ＊ROI ス キャ ン シ ス テ ムが設置された 目立 メディコ 社製W300AD ＊Al防護カ バ ー付きCT ガイド支持器 ＊ナ シ ョ ナル

TLD シ ス テ ム、リーダーは UD512P 、　TLD は UD170A ＊ラドカ ル 社製イオ ン チ ェ ン バ ー 9015 型 ＊加藤医療商会社製 水 フ

ァ ン トム＊ 日立メディコ 社製キャリブ レーシ ョン ファ ントム を使用。

【方法】共通照射条件 ：120KV 、1000mAs

  直接線に よる患者被曝 に着 日 ：ス キ ャ ン 中心より7cm 下方 にず らした305φポリエ チ レ ン 製 フ ァン トム 外周 にTLD 素子 を 12

か所設置し、ROI ス キャンON とOFF 時 の表 面線量を測定 。

  術者被ばくに着 目：CT 透視ガイド下穿刺手技用 ニ
ー

ドル コ ン プレ ッ サ
ー

試 作 （ス ライス 位置〜グリッ プ 9c皿 、遠隔操作ハ ン

ドル 33c皿と距離確保 、2  厚Al 防護板、角度計付）。a）ス キャン 面からZ 軸方向 の 距離による検討 ：水柱 フ ァ ン トム にTLD 素

子をス ライス 面から20   間隔 で Z軸方 向に配置、ス ライス 面 で ROI ス キャン ON 、　OFF 照射 した時 の Z軸方 向の 相対表面 線

量比較。b）2mm厚 の N 防護板 の 効果を検討 1水中フ ァン トム 上でグリップ位置 9c皿 の 防護板前後 面にTLD を配置して 照射。

【結果 1  表面線量相対値による360 度方向の レ
ーダーチ ャ

ー
ト図（fig．1）＊ス キ ャ ン 面中心軸表面 で は 、有意差無し。＊RO エ

ス キャ ン ON 時の ス ライス 面表面 の 線量はOFF 時に比 べ て 25％低減。  一a（丘g．2）＊ス キャン 面か ら離れるにっ れて、表面線

量 は急激に低下する。＊グリッ プに相当する位置にお い て は、ス キ ャ ン 面に比 べ て 、1％未満の 線量であっ た。＊ROI ス キャ ン

ON 、　OFF による有意差は なか っ た。  
一bAl防護板により25％低減 。

【考察】患者被曝 ：ROI ス キ ャン によ り：＊診断上 の 不利益は認め られなか っ た 。 （患者動き、穿刺針大）（fig．3）。＊体表面被爆

線量低減効果が有り、 中心線量 につ い ても同様 の効果が期待 される。 術者被曝 ：＊CT ガイドニ ードル コ ンプ レ ッサーの使用

に より、CT 透視下手技時 に術者の 直接線被曝は無くなっ た。
＊又 術者の被曝は、非使用 時に比 較して 大幅に低減可能。

＊ROI ス キ ャン 使用に よる散乱線量 の 低減効果が推測された 。

《術者サイド（馴れ 、 透視時間等を短く）、 装置サイド（低電流化等）両面から照射線 量低減努力 の 必要性》

【まとめ11
）ROI ス キ ャ ン 使用 による診断 上 の 不利益は なく、（診断検査 に 不 必 要な線束 の カッ トが 出来）患者被曝低減 （25％低減）が

期待で きる。　　　 2）CT ガイドニ ードル コ ンプ レ ッサーの 使用に より、術者被ばくの 大幅な低減が 可能で あるe
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